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か
じ

　
古
墳
時
代
の
常
設
展
示
で
展
示
さ
れ
て
い
る
イ
イ
ダ

コ
壺
は
諸
田
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
す
。
日
本
で

は
タ
コ
壺
漁
の
起
源
が
弥
生
時
代
と
推
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
１
基
の
竪
穴
住
居
か
ら
ま
と
ま
っ
た
状
態
で
25
個

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
イ
イ
ダ
コ
壺
の
胴
部
に
は
１
か
所

に
穴
が
穿
孔
さ
れ
て
い
て
、
縄
状
の
も
の
を
通
し
て
漁

を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
25
個
の
壺
が
１
本
の
縄

に
す
べ
て
つ
な
が
れ
て
漁
に
使
用
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
諸
田
遺
跡
で
は
こ
れ
以
外
に
55
個
の
イ
イ
ダ
コ
壺

が
ま
と
ま
っ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
イ
ダ

コ
壺
を
作
る
工
房
な
の
か
？
漁
に
使

用
す
る
仕
掛
け
の
単
位
な
の
か
？
今

後
の
発
見
で
明
ら
か
に
な
っ
て
く
れ

る
こ
と
に
期
待
し
ま
す
。

【豊田小6年】

なが    お せい   は

長尾 星波さん

せ
ん 

こ
う

言葉の矢　見えないからこそ　しんちょうに
こと    ば や み

【令和4年度人権標語優秀作品】

★ 

問
合
先　
中
津
市
歴
史
博
物
館 （
☎
23-
８
６
１
５
）

★
学芸員の一押し

！
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
学
芸
員

が
一
押
し
の
文
化
財
や
絵
画
資
料

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

柿迫 愛花理さん
かきさこ    あ   か   り

柿迫 瑛仁さん
かきさこ  えい  と

田中 碧さん
 た  なか  あお

小野 晴道さん
 お   の    はる みち

山下 望美さん
やました   のぞ み

随時募集中！
わが家のアイドル◀申込みはこちらから

★
★

イ
イ
ダ
コ
壺

　
今
春
、
菜
園
に
植
え
た
４
本
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
夏

の
真
最
中
に
は
、
そ
れ
な
り
の
収
穫
が
あ
る
も
、
虫

に
食
べ
ら
れ
苦
戦
し
ま
し
た
。
ト
マ
ト
は
、
虫
に
と

っ
て
は
御
馳
走
な
の
で
し
ょ
う
。
赤
く
な
る
と
実
に

は
吸
い
跡
が
残
り
、
黒
い
点
に
な
る
の
で
す
。
葉
や

茎
に
カ
メ
ム
シ
風
の
虫
が
群
れ
て
付
き
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
有
様
、
手
入

れ
も
で
き
ず
放
置
状
態
で
し
た
。
２
本
は
枯
れ
、
残
っ
た
２
本
は
葉
ば
か
り

が
成
長
し
、
夏
の
間
、
実
は
あ
ま
り
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
隣
の
区
画
の
ニ
ガ
ウ
リ
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
役
も
期
待
し
ま
し
た
。
最
初
は

成
長
が
遅
く
心
配
し
ま
し
た
。
炎
天
下
が
大
好
き
な
の
か
、
や
が
て
は
び
こ

り
始
め
、
つ
い
に
は
実
が
隠
れ
て
見
つ
か
ら
な
い
ほ
ど
に
繁
り
ま
し
た
。
緑

の
葉
茎
と
黄
色
の
花
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
鮮
や
か
で
、
目
に
涼
し
く
映
り
ま

す
。
毎
朝
、
ミ
ツ
バ
チ
の
ブ
ン
ブ
ン
と
い
う
羽
音
を
聞
き
な
が
ら
収
穫
、
濃

い
緑
の
ニ
ガ
ウ
リ
は
、凹
凸
の
あ
る
表
皮
と
と
も
に
そ
れ
な
り
に
可
愛
い
く
、

健
康
ジ
ュ
ー
ス
の
材
料
に
な
り
ま
す
。
う
ま
く
姿
を
隠
し
た
ニ
ガ
ウ
リ
は
、

緑
か
ら
黄
色
に
変
身
、
中
に
真
っ
赤
な
ザ
ク
ロ
状
の
種
が
残
り
、
羨
ま
し
い

く
ら
い
色
彩
豊
か
な
一
生
を
全
う
し
、
来
年
は
自
然
生
え
す
る
の
で
す
。

　
今
年
は
時
間
に
追
わ
れ
、
11
月
に
な
っ
て
も
冬
野
菜
の
植
え
付
け
が
で
き

ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
意
外
な
発
見
、
普
段
な
ら
と
っ
く
に
取
り
払
っ
て
い

た
は
ず
の
、
あ
の
役
立
た
ず
ト
マ
ト
の
２
本
は
生
い
茂
り
、
虫
害
も
な
く
多

く
の
実
を
つ
け
、
何
と
も
お
い
し
い
の
で
す
。
例
年
に
な
く
暑
い
気
候
の
せ

い
か
、
そ
れ
と
も
粘
り
強
い
晩
成
型
の
ト
マ
ト
の
実
力
な
の
か
、
嬉
し
い
誤

算
で
し
た
。

　
一
方
、
ニ
ガ
ウ
リ
も
し
ぶ
と
く
地
面
を
這
っ
て
生
き

伸
び
数
本
の
収
穫
が
あ
る
も
、苦
み
を
厭
わ
な
い
の
か
、

無
謀
に
も
食
し
た
の
か
、虫
の
齧
り
跡
が
あ
り
ま
し
た
。

ニ
ガ
ウ
リ
フ
ァ
ン
の
虫
が
い
る
の
で
す
ね
。

　
思
い
ど
お
り
に
い
か
な
か
っ
た
秋
の
植
え
付
け
、
代

わ
り
に
放
り
っ
ぱ
な
し
の
夏
野
菜
が
季
節
外
れ
の
意
外

な
活
躍
、
人
生
に
も
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
か
も
。

中
津
市
長
　
奥
塚
　
正
典

〜
つ
な
ぐ
〜

季
節
外
れ
の

　11月13日、7年ぶりにクルーズ船「にっぽん丸」
が中津港に寄港しました。
　乗客は、耶馬溪の紅葉を巡るツアーや中津城・福
澤記念館などを訪れるツアー、ハモなどの食を楽し
むツアーなどに参加し、秋の中津を満喫しました。
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▲当選後初登庁の様子

奥
塚
市
政
３
期
目
ス
タ
ー
ト

奥
塚
市
政
３
期
目
ス
タ
ー
ト

めざすのはこんな「中津市役所」です！

未来に
「確かな安心」と
「拡がる可能性」を

安心づくり

元気づくり

未来づくり

連携・結集

・生涯を通じて自ら学ぶ「学びたいまち」を推
進し、人が「人財」となって輝くまちをつく
ります

・子どもたちの可能性を拡げる教育環境を整え、
知・徳・体を育みます

・女性が生き生きと力を発揮し、活躍できる社
会をめざします

・中津日田道路の整備促進と東九州自動車道の4
車線化、東九州新幹線の整備計画路線への格
上げに向けて取り組みます

・基幹道路や生活道路・通学路を整備し、利便
性の高い交通ネットワークづくりを進めます

・2050年ゼロカーボンシティの実現に向けて、
企業や市民と協働で取り組みます

・郷土の偉人の顕彰や歴史・文化の継承を通じ
て「なかつ愛」を育みます

・DXを推進し簡単便利な市役所をめざします

・市民と対話し、住民参加の市政をさらに推
進します

・大学や民間企業と協働し、地域のさまざま
な課題に取り組みます

・国や県、他の自治体との連携を深め、施策
の効果を高めます

・行財政改革により健全な財政運営につと
め、住民サービスの向上をはかります

・全国に「中津」を発信し、「中津ブランド」
の確立をめざします

・地場企業支援や企業誘致により、雇用の創出と  
経済の活性化につなげます

・女性の起業や働きやすい環境づくりを支援しま
す

・未来ある農林水産業に向けて、生産者とともに
改革に取り組みます

・地域の活性化に頑張る人たちを支援し、関係・
交流人口の創出に取り組みます

・地域資源を活かした文化・スポーツ振興を進め
ます

・城下町観光の賑わいと山国川上下流域をつなぐ
観光振興を推進します

・雇用+住環境+都市機能の総合力でUIJターン
を促進します

・豪雨災害の復旧・復興を行い、激甚化、頻発化
する災害に強いまち・ひと・地域づくりを進
めます

・子どもを産み育てやすい環境をつくり、妊娠・
出産・子育て期まで切れ目なくサポートします

・高齢者がふるさと中津で安心して暮らせる仕組
みをつくります

・障がい者の社会参加促進と住み慣れた地域での
暮らしを支援します

・中山間地域の暮らしを支え、地域を元気にする
活動を支援します

・市民病院を核として、市民の命と健康を守る医
療体制を確保します

・お互いの違いを尊重し、互いに支え合う共生社
会をつくります

　奥塚市長は、1期目から一貫している次の4つの実行を改めて職員に求め、自ら
新しい技術を研究してDXを推進し、人だからこそできるコミュニケーション力
を生かして市民と向き合い、職務を遂行するよう訓示しました。

市役所は「現場市役所」であり「政
策市役所」である。現場に赴き、
市民の声をよく聞いて、自ら情報
を収集する。常に創意工夫と改善
を重ねながら政策を遂行する。

職員が元気で、情報を共有し、自
由闊達に意見を交換することがで
きる明るい職場にする。

日頃から災害に備え、災害に強い
中津市でなければならない。日々
の業務の全てにおいても、高い危
機管理意識をもって仕事を行う。

市役所の役割である市民サービス
の提供、市民の立場に立った接遇
を行い、あいさつの行き交う中津
市役所にする。

市民サービスの向上 創意工夫

危機管理の徹底
風通しの良い職場づくり

　
こ
の
度
、
３
期
目
の
市
政
運
営
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
改

め
て
現
場
主
義
を
徹
底
し
、
自
分
の
目
で

見
て
、
自
分
の
耳
で
聞
い
て
、
咀
嚼
を
し

て
政
策
に
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
２
期
８
年
間
は
、「
暮
ら

し
満
足
№
１
」
を
目
標
に
掲
げ
、
第
五
次

中
津
市
総
合
計
画「
な
か
つ
安
心
・
元
気
・

未
来
プ
ラ
ン
２
０
１
７
」
を
着
実
に
実
行

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
３
期
目
に
つ
い
て

も
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
歩
み
を
強
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
７
月
豪
雨
災
害
か
ら
の
１
日

も
早
い
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
、
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
災
害
の
予
防
と
対

応
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
対
応
、

新
型
コ
ロ
ナ
や
物
価
高
の
影
響
を
受
け
た

地
域
経
済
の
活
性
化
、
中
山
間
地
域
の
振

興
、
地
域
を
担
う
人
材
の
育
成
な
ど
、
多

く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ど
れ
も
簡
単
に

は
い
き
ま
せ
ん
が
、
中
津
の
強
み
を
活
か

し
て
、
中
津
の
力
を
総
結
集
し
て
乗
り
越

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
令
和
６
年
７
月
前
半
を
目
途
に
新
紙
幣

が
発
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。
一
万
円
札
の

肖
像
交
代
発
表
を
契
機
と
し
て
福
澤
諭
吉

先
生
の
功
績
を
〝
オ
ー
ル
な
か
つ
〞
で
後

世
に
伝
え
て
い
く
「
不
滅
の
福
澤
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
に
も
、
改
め
て
福
澤
先
生
の
現

代
・
未
来
に
も
通
じ
る
考
え
方
・
福
澤
精

神
を
学
び
、
周
り
の
人
に
広
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
中
津
市
に
は
、
自
然
・
歴
史
・
文
化
・

教
育
・
産
業
な
ど
、
多
様
な
人
に
響
く
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
り
ま
す
。
市
政
の
先
頭

に
立
っ
て
、
様
々
な
施
策
の
展
開
や
市
内

外
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
推
進
し
、

中
津
市
の
引
き
寄
せ
る
力
〝
磁
力
〞
を
磨

き
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

23 市報なかつ 　2023. 12. 1 2023. 12. 1　市報なかつ



金枝 豊治氏

　
11
月
３
日
文
化
の
日
に
市
役
所
で
「
令
和
５
年
度 

中
津
市
表
彰
式
」
が
開
催
さ
れ
、
地
域
社
会
の
発
展

と
社
会
福
祉
・
教
育
・
文
化
の
向
上
な
ど
に
、
多
大

な
貢
献
が
あ
っ
た
個
人
58
人
と
12
団
体
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
式
で
は
、
奥
塚
市
長
が
感
謝
の
言
葉
と
と
も
に
表

彰
状
と
記
念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。
ま
た
、
表
彰
さ

れ
た
み
な
さ
ん
を
代
表
し
て
、
金
枝 

豊
治
氏
（
一
般

表
彰
）
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
み
な
さ
ん （
地
区
） ※

敬
称
略

自
治
表
彰
（
26
人
）

一
般
表
彰 

個
人
（
32
人
）

一
般
表
彰 

団
体
（
12
団
体
）

●
市
議
会
議
員
と
し
て
満
12
年
以
上
在
職

　
三
上
　
英
範

　
髙
野
　
良
信

　
大
塚
　
正
俊

　
千
木
良
　
孝
之

（
耶
馬
溪
町
大
字
戸
原
）

（
大
字
上
宮
永
）

（
大
字
大
塚
）

（
大
字
上
宮
永
）

●
交
通
指
導
員
と
し
て
市
民
の
交
通
安
全
に
尽
力

　
川
村
　
照
正

　
前
　
郁
男

（
大
字
野
依
）

（
三
光
森
山
）

●
６
年
以
内
に
中
津
市
優
良
工
事
表
彰
を
３
回
受
賞

　
柳
井
電
機
工
業
株
式
会
社
中
津
支
店 

●
地
域
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
維
持
な
ど
防
災
活
動
に
尽
力

　
中
津
市
管
工
事
協
同
組
合

　
中
津
地
区
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
議
会

●
災
害
時
に
お
け
る
資
機
材
の
優
先
供
給
な
ど
防
災
活
動
に
尽
力

　
大
分
県
建
設
機
械
レ
ン
タ
ル
協
会

●
地
域
の
振
興
・
発
展
に
尽
力

　
農
事
組
合
法
人
樋
桶
の
郷

●
民
謡
の
普
及
活
動
を
通
し
て
市
の
文
化
の
向
上
に
尽
力

　
萬
謡
會
中
津
支
部
三
美
会

●
合
唱
活
動
を
通
し
て
市
の
文
化
の
向
上
に
尽
力

　
中
津
少
年
少
女
合
唱
団

●
１
０
０
万
円
以
上
の
金
品
の
寄
附

　
社
会
福
祉
法
人
や
や
ま
福
祉
会

　
大
分
み
ら
い
信
用
金
庫

　
株
式
会
社
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｉ

　
株
式
会
社
中
西
製
作
所

　
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

　 （
大
字
上
如
水
）

（
大
字
中
殿
）

（
三
光
諌
山
）

 （
大
分
市
）

（
耶
馬
溪
町
大
字
樋
山
路
）

（
福
岡
県
築
上
郡
上
毛
町
）

（
船
町
）

（
大
字
大
貞
）

（
別
府
市
）

（
北
九
州
市
門
司
区
）

（
東
京
都
中
央
区
）

（
東
京
都
千
代
田
区
）

●
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
満
12
年
以
上
在
職

　
田
上
　
文
利

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
と
し
て
満
12
年
以
上
在
職

　
木
﨑
　
憲
一

　
今
吉
　
立
夫

　
川
原
　
カ
ヨ
子

●
自
治
委
員
と
し
て
満
10
年
以
上
在
職

　
恩
塚
　
富
昭

　
恒
成
　
弘

　
南
　
勝
美

　
辛
嶋
　
崇

　
岩
井
　
莞
爾

　
弦
本
　
忠
壽

　
山
下
　
慧

　
椋
野
　
正
雄

　
近
松
　
昭
二

　
秋
吉
　
卓
生

　
金
丸
　
順
一

　
平
野
　
祥
一

　
池
田
　
新
一

　
岩
﨑
　
信
一

　
宝
珠
山
　
幸
博

　
岡
部
　
次
夫

　
田
中
　
良
幸

　
冨
永
　
亮
一

（
本
耶
馬
渓
町
西
谷
）

（
三
光
田
口
）

（
三
光
小
袋
）

（
本
耶
馬
渓
町
西
谷
）

（
中
殿
町
）

（
片
端
町
）

（
小
祝
新
町
）

（
大
字
島
田
）

（
米
町
）

（
大
字
蛎
瀬
）

（
耶
馬
溪
町
大
字
福
士
）

（
鷹
匠
町
）

（
大
字
今
津
）

（
大
字
全
徳
）

（
下
正
路
町
）

（
本
耶
馬
渓
町
落
合
）

（
姫
路
町
）

（
大
字
牛
神
）

（
山
国
町
槻
木
）

（
上
博
多
町
）

（
大
字
下
宮
永
）

（
船
町
）

■
問
合
先
　
総
務
課 

（
☎
62-

９
８
７
１
）

●
医
師
と
し
て
市
民
の
健
康
維
持
に
尽
力

　
若
山
　
勝
弘

　
滝
口  

哲

　
杉
原  

茂
孝

●
学
校
歯
科
医
と
し
て
生
徒
の
健
康
維
持
に
尽
力

　
福
原
　
隆
文

●
商
工
会
議
所
役
員
と
し
て
産
業
の
振
興
・
発
展
に
尽
力

　
細
川
　
唯

●
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
力

　
黒
川
　
富
子

　
梅
木
　
治
三
郎

　
大
家
　
邦
子

　
赤
坂
　
正
介

　
宝
珠
山
　
博
一

　
中
野
　
キ
ン
子

　
占
野
　
奈
留
美
　

　
村
本
　
允

　
前
澤
　
哲
郎

　
坪
根
　
正
勝

　
長
谷
川
　
安
代

　
荒
木
　
潤
次

　
浦
川
　
し
ず
か

　
松
本
　
富
士
美

　
枌
　
律
子

　
黒
田
　
み
ど
り

　
三
浦
　
由
紀

●
主
任
児
童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
力

　
矢
野
　
由
縁

●
樋
門
管
理
人
と
し
て
公
益
事
業
に
尽
力

　
宮
久
　
昭
人
　

●
更
生
保
護
普
及
活
動
お
よ
び
青
少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力

　
金
枝
　
豊
治

（
蛭
子
町
）

（
大
字
牛
神
）

（
沖
代
町
）

（
沖
代
町
）

（
大
字
万
田
）

（
本
耶
馬
渓
町
折
元
）

（
耶
馬
溪
町
大
字
大
島
）

（
大
字
大
塚
）

（
大
字
金
手
）

（
山
国
町
小
屋
川
）

（
大
字
今
津
）

（
三
光
成
恒
）

（
大
字
田
尻
）

（
大
字
大
貞
）

（
大
字
島
田
）

（
三
光
上
秣
）

（
大
字
下
宮
永
）

（
金
谷
森
ノ
丁
）

（
大
字
定
留
）

（
本
耶
馬
渓
町
今
行
）

（
寺
町
）

（
大
字
島
田
）

（
耶
馬
溪
町
大
字
柿
坂
）

（
大
字
定
留
）

（
豊
後
町
）

●
１
０
０
万
円
以
上
の
金
品
の
寄
附

　
中
島
　
陽
子

　
江
口
　
博
美

　
宮
𦚰
　
利
彦

　
小
路
　
眞
護

　
永
松
　
茂
久

（
本
耶
馬
渓
町
跡
田
）

（
大
字
上
宮
永
）

（
大
字
定
留
）

（
三
ノ
丁
）

（
新
博
多
町
）

度
年
５
和
令

彰
表
市
津
中
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市税・国保税滞納整理強化月間について

◎市役所本庁では、12月19日㈫まで、水・土・日・祝日を除き、
　平日の19時まで電話などによる催告・窓口での納税相談を行っています。

　税金は、私たちが安心して健康に暮らすために重要な役割を持っています。福祉や医療保険といった社会保障、
ごみ処理、教育、道路整備などさまざまな事業を進めるうえで、非常に大切な財源です。
　税金を滞納することは、納期限内に納税している大多数の市民との公平性を欠くことになります。また、市の
財政を圧迫し、住民サービスに支障をきたすことになりますので、納税に対するご理解・ご協力をお願いします。

　
税
金
の
納
付
は
、
納
期
限
内
の
自
主
納
付

が
原
則
で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、

督
促
状
の
発
送
な
ど
に
多
額
の
経
費
が
か
か

り
、
そ
の
経
費
も
税
金
で
負
担
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
納
期
限
内
に
納
付
さ
れ
な
い
と
、

本
来
の
税
金
の
ほ
か
に「
督
促
手
数
料
」・「
延

滞
金
」
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
も
な
り

ま
す
の
で
、
納
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
税
金
を
滞
納
し
て
い
る
人
に
は
文
書

催
告
を
行
い
ま
す
。
催
告
に
応
じ
て
い

た
だ
け
な
い
場
合
は
、
税
負
担
の
公
平

性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
市
民
と
し

て
の
義
務
を
果
た
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

財
産
の
差
し
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を

行
い
ま
す
。

　
災
害
や
盗
難
、
本
人
や
家
族
の
病

気
、
事
業
の
休
廃
止
、
失
業
な
ど
の

や
む
を
得
な
い
事
情
や
、
多
重
債
務

な
ど
に
よ
り
市
税
の
納
期
ご
と
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
、
一
人
で
悩
ま

ず
、
放
置
せ
ず
に
、
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
一
括
納
付
が
難
し
い
場

合
に
は
、
地
方
税
法
に
基
づ
く
徴
収

の
猶
予
に
よ
り
分
割
納
付
を
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
納
付
で

き
な
い
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　
税
金
を
う
っ
か
り
納
め
忘
れ
、
納

期
が
過
ぎ
て
納
付
書
が
使
え
な
く
な

っ
た
場
合
や
、
納
付
書
を
紛
失
し
た

場
合
は
、
市
役
所
で
納
付
書
の
再
発

行
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ま
ま
に

せ
ず
、
来
庁
も
し
く
は
電
話
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
健
康
保
険
制
度
は
万
一
の
病
気
や
ケ

ガ
な
ど
の
時
に
安
心
し
て
十
分
な
医
療

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
お
互
い
で
保
険

料
（
税
）
を
負
担
し
、
助
け
合
う
制
度

で
す
。

　
そ
の
た
め
、
国
民
健
康
保
険
制
度
に

加
入
す
る
ご
自
身
ま
た
は
ご
家
族
が
医

療
機
関
に
か
か
ら
ず
保
険
証
を
使
っ
て

い
な
く
て
も
、
国
民
健
康
保
険
税
は
納

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
滞
納
が
続
く
と
保
険
証
の
更
新
時
に

有
効
期
間
の
短
い
「
短
期
被
保
険
者
証
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
特
別
な
事

情
も
無
く
１
年
以
上
滞
納
が
続
く
場
合

は
、「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」
が
交
付

さ
れ
、
医
療
機
関
に
受
診
の
際
、
い
っ

た
ん
全
額
を
自
己
負
担
（
10
割
負
担
）

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
コ
ン
ビ
ニ
納
付

　
納
期
限
内
で
あ
れ
ば
24
時
間
い
つ
で
も
、

納
付
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
、
手
数
料
が
か
か
ら
ず

に
納
付
で
き
ま
す
。

◎
口
座
振
替

　
納
期
限
の
日
に
指
定
の
預
貯
金
口
座
か
ら

自
動
的
に
振
替
が
で
き
る
の
で
、
納
付
忘
れ

や
納
付
の
た
め
に
出
か
け
る
手
間
が
省
け
、

と
て
も
便
利
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
を
利
用
し
て

市
税
な
ど
の
納
付
が
で
き
ま
す
。
仕
事
や
家

事
・
育
児
な
ど
で
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
の
納
付
が
難
し
い
人
で

も
、
ア
プ
リ
な
ら
い
つ
で
も
手
数
料
無
料
で

お
手
元
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
納
付
で
き

ま
す
。

■
問
合
先　
収
納
課

　
　
　
　

   （
☎
22-

１
１
１
７
）

納
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

市
税
・
国
保
税
の
滞
納
が
続
く
と

便
利
な
納
付
方
法
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

医
療
機
関
に
か
か
ら
な
く
て
も

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
を

納
付
が
困
難
な
人
は
早
め
に

相
談
を

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
続
く
と

納
付
書
を
紛
失
し
た
場
合
は

　　

政治家の寄附は禁止、有権者が政治家に
寄附を求めることも禁止されています！

政治家は寄附を贈らない！
有権者は寄附を求めない！
政治家から寄附を受け取らない！

三ない運動

■問合先　選挙管理委員会事務局（☎62-9813）

次の行為が禁止されています

政治家の寄附禁止の対象例

　年末年始は、お歳暮やお年賀など、何かと贈り物をする
機会が多い時期です。しかし、政治家が選挙区内の人にお
金や物を贈ることは公職選挙法で禁止されています。また、
有権者が政治家に寄附や贈り物を求めることも禁止されて
います。
　政治家と有権者のクリーンな関係を保つために寄附禁止
のルールを守って、明るい選挙を実現しましょう。

落
成
式
・
開
店
祝
な
ど
の
花
輪
、

葬
儀
の
花
輪
・
供
花
、
病
気
見

舞
い 

な
ど

結
婚
祝
（※

）、
香
典
（※

）、

卒
業
祝
、
入
学
祝 

な
ど

お
歳
暮
、

お
年
賀 

な
ど

お
祭
り
へ
の
寄
附
・
差
し
入
れ
、

町
内
会
の
集
会
・
旅
行
な
ど
の

催
物
へ
の
寸
志
・
飲
食
物
の
差

し
入
れ 

な
ど

※政治家本人が結婚披露宴、葬式などに出席してその場で行う場合には、罰則が適用されない場合があります。

● 

政
治
家
の
寄
附

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
対

し
て
寄
附
を
す
る
こ
と
は
、
そ
の

時
期
や
名
義
に
関
わ
ら
ず
、
罰
則

を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
政
治
家
以
外
の
人
が
政
治

家
名
義
の
寄
附
を
す
る
こ
と
も
罰

則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

● 

政
治
家
の
関
係
団
体
の

　 

寄
附

　
政
治
家
が
役
職
員
や
構
成
員
で

あ
る
団
体
や
会
社
が
、
選
挙
区
内

の
人
に
対
し
て
、
政
治
家
の
氏
名

を
表
示
し
た
り
、
氏
名
が
類
推
さ

れ
た
り
す
る
よ
う
な
方
法
で
寄
附

を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
て
、

選
挙
に
関
し
て
寄
附
を
す
る
と
処

罰
さ
れ
ま
す
。

● 

政
治
家
の
後
援
団
体
の

　 

寄
附

　
政
治
家
の
後
援
団
体
が
、
選
挙

区
内
の
人
に
対
し
て
、
花
輪
・
供

花
・
香
典
・
祝
儀
や
、
こ
れ
ら
に

類
す
る
も
の
を
出
し
た
り
、
後
援

団
体
の
設
立
目
的
に
よ
り
行
わ
れ

る
行
事
や
事
業
に
関
す
る
寄
附
以

外
の
寄
附
を
し
た
り
す
る
と
、
そ

の
時
期
や
名
義
に
関
わ
ら
ず
処
罰

さ
れ
ま
す
。

● 
政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の

　 

勧
誘
・
要
求

　
政
治
家
に
対
し
て
寄
附
を
す
る

よ
う
勧
誘
や
要
求
を
す
る
こ
と
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
治
家
を

威
迫
し
て
、
あ
る
い
は
、
政
治
家

の
当
選
ま
た
は
被
選
挙
権
を
失
わ

せ
る
目
的
で
勧
誘
や
要
求
を
す
る

と
処
罰
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
政
治

家
名
義
の
寄
附
を
求
め
る
こ
と
も

禁
止
さ
れ
て
い
て
、
威
迫
し
て
求

め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

● 

そ
の
他

・
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
対

し
て
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に

よ
る
も
の
を
除
き
、
年
賀
状
、

寒
中
見
舞
い
な
ど
の
あ
い
さ
つ

状
（
電
報
な
ど
も
含
む
）
を
出

す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

・
政
治
家
や
政
治
家
の
後
援
団
体

が
、
選
挙
区
内
の
人
に
対
し

て
、
主
と
し
て
あ
い
さ
つ
を
目

的
と
す
る
有
料
の
広
告
を
新
聞

や
雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
出
す

と
処
罰
さ
れ
ま
す
。
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」
間
週
権
人
「12

月
4

10

は
日

す
で

　
国
際
連
合
は
１
９
４
８
年
の
第
３
回
総
会

で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
日
で
あ
る

12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
、
す
べ

て
の
加
盟
国
お
よ
び
関
係
機
関
に
対
し
、
人

権
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
各
種
行
事
を
行

う
よ
う
示
し
ま
し
た
。

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
、
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
を
「
人
権
週

間
」
と
定
め
、
そ
の
期
間
中
、
集
中
的
な
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
、
こ
の
取
組
み
と
し
て
「
人
権
を

守
る
市
民
の
集
い
」
を
は
じ
め
、
今
年
度
指

定
校
の
小
学
校
４
校
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
人
権
の
花
」
運
動
で
育
て
た
花
や
活
動
写

真
の
展
示
な
ど
、「
市
民
一
人
ひ
と
り
が
お

互
い
を
尊
重
し
合
い
、
共
に
生
き
る
喜
び
を

実
感
で
き
る “

あ
っ
た
か
い
ま
ち”   

の
実
現
」

を
め
ざ
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
関
す

る
国
民
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
国
際
社

会
と
連
携
し
て
そ
の
実
態
を
解
明
し
、
抑
止
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
18
年
６
月
に

「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」が
施
行
さ
れ
、

毎
年
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
を
「
北
朝
鮮
人

権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
と
し
ま
し
た
。

　
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対

処
が
国
際
社
会
を
あ
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題

と
さ
れ
る
中
、
関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
拉
致
問
題
に

対
す
る
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
ア
ニ

メ
「
め
ぐ
み
」
の
上
映
を
行
い
ま
す
。

◎
ア
ニ
メ
「
め
ぐ
み
」
上
映
（
観
覧
無
料
）

■
期
間　
12
月
８
日
㈮
〜
15
日
㈮

■
時
間　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

■
場
所　
市
役
所  

１
階 

市
民
ホ
ー
ル

12
月
10
日
〜
16
日
は

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」で
す

■
問
合
先　
人
権
・
同
和
対
策
課
（
☎
22-

１
２
２
９
）

　
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
は
終
息
と
は
い

か
な
い
よ
う
で
す
が
、
マ
ス
ク
を
外
し

た
り
、
人
込
み
に
出
か
け
た
り
す
る

機
会
が
確
実
に
増
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
す
っ
か
り
姿
を
消
し
て
い
た
各

地
の
お
祭
り
な
ど
の
行
事
や
コ
ン
サ
ー

ト
も
、
今
年
は
以
前
と
変
わ
ら
ず
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
数
が
減
っ
て
い

た
外
国
人
観
光
客
や
外
国
人
労
働
者

の
数
は
再
び
増
加
し
始
め
、
今
年
は

過
去
最
高
の
数
の
外
国
人
が
日
本
に

来
日
し
ま
し
た
。
中
津
市
に
は
、
２

０
２
３
年
９
月
末
時
点
で
２
、４
４
４

人
の
外
国
人
が
在
住
し
て
ま
す
。
技
能

実
習
生
と
し
て
働
い
て
い
る
人
が
多

く
、
製
造
業
な
ど
で
外
国
人
労
働
者

の
存
在
は
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
は
今
、
労
働
力
不
足
で
、
そ

れ
を
補
う
た
め
に
外
国
人
労
働
者
の

力
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
外
国
人
の
増
加
を
見
越
し

て
、
中
津
市
で
は
、
や
さ
し
い
日
本
語

で
書
い
た
冊
子
「
中
津
市
で
暮
ら
す

外
国
人
の
た
め
の
本
」
の
配
布
や
正
し

い
ご
み
の
出
し
方
の
説
明
会
の
開
催
、

市
報
を
日
本
語
以
外
の
９
言
語
で
発

信
す
る
な
ど
、
中
津
市
で
暮
ら
す
外

国
人
が
困
ら
な
い
よ
う
な
取
組
み
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
・
中
学
校
で
は
、
授
業

で
外
国
人
と
の
交
流
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
各
地
区

や
民
間
の
団
体
な
ど
で
も
お
祭
り
や
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
招
待
す
る
な
ど
の
催
し

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
生
活
に
戻
り
つ
つ

あ
る
今
、
以
前
に
も
ま
し
て
益
々
増
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
外
国
人
と
、

お
互
い
の
違
い
を
認
め
、
理
解
し
合
う

関
係
を
築
い
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
外
国
人
を
知
る
第
一
歩
と
し
て
、

各
地
区
の
お
祭
り
に
近
所
の
外
国
人

を
招
待
す
る
な
ど
の
取
組
み
を
広
げ
、

お
互
い
に
顔
見
知
り
に
な
る
こ
と
は
、

今
後
の
交
流
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
外
国
人
と
の

交
流
の
輪
が
広
が
り
、
中
津
市
が
多

文
化
交
流
の
盛
ん
な
ま
ち
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

外
国
人
と
の
交
流
ノ
ス
ス
メ

開
こ
う
心
の
窓
を

■問合先　中津市スポーツ協会事務局（体育・給食課内・ ☎62-9013）

入場
無料

2 12月 日㈷令和6年
13時30分～（12時30分開場）

中津文化会館 
大ホール場所日時

　木下グループ所属。1989年6月9日生まれ、静岡県磐田市出身
の元プロ卓球選手。5歳から卓球をはじめ、17歳で全日本卓球選
手権優勝。当時の史上最年少チャンピオンとなり、その後前人未
到の10回優勝を達成した。4大会連続オリンピック出場。2016
年リオデジャネイロオリンピックの男子シングルスでは、日本人
初の銅メダルを獲得。2021年東京オリンピックの混合ダブルス
では、日本卓球界史上初の金メダルを獲得し、初代チャンピオン
となる。2021年に現役を引退し、現在はタレント、スポーツキ
ャスター、卓球解説、講演活動など、多方面で活動中。

■対象　中津市民および定住自立圏のスポーツ振興に関する協定を締結している宇佐市、豊後高田市、上毛町、
豊前市、吉富町に在住の人
■申込方法　郵便番号、住所、氏名、電話番号、車椅子での受講を希望する人はその旨を記載のうえインター
ネットで申込み
■申込期限　令和6年1月31日㈬　　　　　　　　　■定員　850人　※定員に達し次第締切
※申込者には後日入場券を送付します。
※定員に余裕があり、対象外地域も含めた追加募集を行う際は、令和6年1月9日㈫に
　市ホームページでお知らせします。
※駐車場には限りがあるので、なるべく乗り合わせのうえお越しください。

　平成10年度より著名人をお招きし、経験に裏打ちされた貴重なお話を市民のみなさんにお届けしてきた中津
市スポーツ協会主催の「中津市民講座」。今回は、卓球競技の金メダリストで、リオデジャネイロオリンピック
や東京オリンピックでも活躍した水谷隼さんを講師にお迎えし、講演を行います。

令和5年度 中津市民講座

講師：水
みずたに

谷 隼
じゅん

氏（東京 2020 オリンピック 卓球混合ダブルス 金メダリスト）

演題：「打ち返す力、夢に向かって！」
　第 1セット　ナビゲーターと水谷隼さんとの対談
　第 2セット　ジュニア卓球選手も参加
　第 3セット　一般の人からの質問コーナー

水谷 隼氏プロフィール
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■問合せ・申込先　中津市歴史博物館（☎23-8615）

なかはく♡クリスマスマルシェ
日時：12月17日（日）　11時～16時（フード12時～）

会場：中津市歴史博物館　　協力：中津のすすめ

入場
無料

MARCHE OOG SD

OOF D

VENTE
ORK SHOPW

マルシ
ェ購入者特典

カフェ「華林茶房」で
限定スイーツを
販売します！

■時間
　11時30分～、15時～
　（各20分程度）

中村 圭志さん
クリスマスミニコンサート
■時間　14時～（30分程度）

クリスマス大抽選会
& 企画展入館無料

不滅の福澤プロジェクト

くろかんサンタと
グリーティング

はんどめいど★m4
(PPバンドバッグ )

day spa ease
( ハンドマッサージ

など )

pur ejon
( 子供服 )

Bron.
( アクセサリー )

しっぽの雑貨屋
(アクセサリー・

雑貨 )

DECORATED
COOKIES

( アイシングクッキー )

店のないカフェ
carapresso(焼菓子 )

わたあめや san
( ジャンボわたあめ )

Dining Cafe Liebe
( おにぎり )

肉酒場 LAMP
( ローストビーフ丼 )

やきたて工房ちるぱん
(惣菜・菓子パン )

クリスマス布リース作り

■時間　11時～、13時～
　（各1時間程度）
■講師
　ハンドメイド夢蘭 藤富氏
■料金　500円
■定員　各10人（要事前申込）
※小学生以下は保護者同伴

ムーラン

12月3日 9日は「障害者週間」です～

中津市障がい児・者SOSネットワーク事業

中津市障がい児・者GPS機器導入費補助金交付事業

■問合先　福祉支援課（☎62-9802）

SOSネットワークの仕組み

③SOS届の送信

※通報時に中津市の障がい児・者SOSネットワーク
　に登録していることを伝える。

家族

中津警察署 生活安全課（☎22-2131）または110番

中津市
消防本部

中津市
福祉支援課

SOSネットワーク協力団体（民間事業者など）

④発見・
　目撃情報

③SOS届の送信

②情報連絡

①通報・届出

　「障害者週間」は、障がいのある人への関心や理解を深めていただくとともに、障がいのある人の社会参加へ
の意欲を高めるための啓発活動を行う週間です。市民一人ひとりが、障がいのある人についての理解と認識を
深め、障がいのある人もない人も互いに支え合いながら暮らせる社会をめざしましょう。
　今年度から新たに始めた障がい児・者やその介助者へのサービスなどを紹介します。

　この事業は、知的障がいや発達障がい
などにより行方不明になるおそれのある
人の名前や写真を事前に登録することで、
実際に行方不明となった場合に、各機関
が速やかに情報共有を行い、早期発見に
つなげることを目的としています。
　また、ご家族の希望があれば、SOSネ
ットワーク協力団体に捜索を依頼します。
■対象　療育手帳もしくは精神障害者保
　健福祉手帳所持者　　
■必要なもの　
　対象者の写真（全身・顔写真）

　GPS機器の導入費用を助成することにより、知的障がいや発達障がいのある人が行方不明になった際の早期
発見につなげます。  ※GPS機器の導入前に事前の申請が必要です。
■対象　中津市障がい児・者SOSネットワーク事業に事前登録した障がい児・者を介護している人（同居の親
　族など）
■必要なもの　①GPS機器の内容が確認できる書類　②GPS機器の導入費用が確認できる書類　③療育手帳ま
たは精神障害者保健福祉手帳の写し　④市税納付状況確認承諾書
■補助対象経費（上限1万円）　①GPS機器の導入にかかる費用　②GPS機器の送料　③GPS機器の導入にか
かる手数料　※月額利用料はご家族での負担になります。  ※補助金の交付は1度限りです。

シンガーソングライター
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【基本情報】
場所：中津市大字福島1617番地1
電話：32-8116
【企業PR】  当社は昭和48年に創業して以来、地域
のみなさまに支えられ50年を迎えました。
　廃棄物の適正処理・リサイクルを行う事により、
地球環境に優しい活動を目標に日々、全社員で取
り組んでいます。常にお客さまの声に耳を傾けな
がら「頼んでよかった」と思われるような地域密
着型の企業努力を続けていきます。廃棄物でお困
りの際は当社までご相談ください。

【事業内容】  古紙全般のリサイクルをはじめ、一
般廃棄物・産業廃棄物の収集運搬・処分、家電
リサイクル品の受入れ、また、現在はサステナ
ブルな社会への実現をめざし、主に廃プラスチ
ック類、ペットボトルキャップ、機密書類など
のリサイクルを行っています。
　お客さまに安心いただけるサービスを提供で
きるよう努めてまいります。

なかつの産業力83 有限会社　恵上商店

示
展
画
企
館
術
美
念
記
村
木伊

展
峰
逸
東

没後40年
所
場

間
期

12
月
２
日
㈯
〜
令
和
６
年
１
月
８
日
㈷

木
村
記
念
美
術
館

9時～17時（入館16時30分まで）
火曜日　※12月29日㈮～令和6年1月3日㈬は休館です。
一般200円、高校生・大学生100円、中学生以下無料
木村記念美術館（☎22-7767）　

[開館時間]
[ 休 館 日 ]
[ 観 覧 料 ]
[ 問 合 先 ]

　
中
津
出
身
の
日
本
画
家
・
伊
東
逸
峰
（
１

８
９
７-

１
９
８
３
）
を
取
り
上
げ
た
企
画
展

示
を
開
催
し
ま
す
。
伊
東
逸
峰
は
、
田
近
竹

邨
や
橋
本
関
雪
ら
に
画
を
学
び
、
関
西
や
中

津
で
精
力
的
に
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
没
後
40
年
の
節
目
に
中
津
市
内
に

残
る
、
こ
れ
ま
で
一
般
公
開
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
作
品
を
集
め
て
企
画
展
示
を
行
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

い    

と
う  

い
っ  
ぽ
うた    

ぢ
か  

ち
く

そ
ん

は
し  

も
と  

か
ん  

せ
つ

▲伊東逸峰「観音図」（1931 年）

■問合せ・申請先　契約検査課（☎62-9875）

　令和6年度に市が発注する建設工事および測量・建設コンサルタントなどの競争入札参加資格審査申請の受付
を行います。希望者は、県に提出した申請書と同じ記載内容の競争入札参加資格審査申請書を提出してください。
■対象　建設業者（継続・新規）、測量・建設コンサルタント業者（新規・業種追加）
■受付期間　令和6年1月5日㈮～2月29日㈭　※土・日・祝日を除く
■受付時間　9時～17時　※12時～13時を除く　　　　　■受付場所　市役所 3階 302会議室
■提出書類　○建設工事および測量・建設コンサルタント等競争入札参加資格審査申請書
　　　　　　○市が指定した書類
※県に競争入札参加資格審査申請書（令和6・7年度分）を提出していない場合は登録できません。
※測量・建設コンサルタント業者で、令和5年1・2月に令和5・6年度分の登録申請を行った場合は、申請不要です。
※申請書・申請要領などは契約検査課および各支所総務・住民課に設置または、市ホームページからダウンロ
ードできます。

競争入札参加資格審査申請・業者登録受付を開始します

ロゴマークロゴマーク
大募集します

山国川 流域治水圏域 の

！
応募資格

応募方法

募集期限

賞

■問合せ・応募先　〒871-0026 中津市大字高瀬1851番地2 国土交通省 九州地方整備局 山国川河川事務所 
　流域治水課（☎24-0571、    qsr-yamakuni@ki.mlit.go.jp）

公募作品の中から決定したロゴマークは、山国川圏域の「流域治水」を
広く周知・PRするための広報活動に活用します！

　山国川圏域における「流域治水」への理解・親しみ
を持ってもらうために、「流域治水」のシンボルとなる
ロゴマークを一般公募します。

中津市、吉富町、上毛町にお住いの人
または、通勤・通学している人

応募様式に作品の簡単な説明、氏名（法人の場合は法人名および代表者名）、住所、連絡先、
入賞時の氏名・所属などの公表の可否、学生の場合は学校名・学年を記入し、作品と一緒に
郵送またはメールで応募してください。

令和6年1月10日㈬必着

最優秀賞1作品（ロゴマークに使用）、優秀賞２作品
※審査結果は受賞者のみに通知します。
※作品規格など詳しくは、山国川河川事務所ホームページをご覧ください。
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相 談

お 知 ら せ

令和6年度 市県民税にかかる給与支払報告書の作成と
提出について
　所得税の源泉徴収義務がある事業主は、法人や個人を
問わず、令和5年中に支払った給与について、アルバイト・
パート、退職者、役員などを含むすべての従業員の給与
支払報告書を作成し、令和6年1月1日時点における従業
員の住所地の市町村に提出することが義務付けられてい
ます。
■提出期限　令和6年1月31日㈬
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。
■問合先　税務課（☎22-1116）、
　各支所総務・住民課

障害者控除対象者認定書の交付について
　介護度が認定されている人のうち、障害者手帳を持っ
ていない人でも、障害者手帳などの基準に準ずるものと
して、所得税・市県民税の障害者控除を受けられる場合
があります。
　申請者については、介護保険の認定調査票もしくは医
師の診断書により調査・審査し、障害者控除対象者の判
定を行います。該当者には税の申告の際に、控除を受け
るための「障害者控除対象者認定書」を交付します。
■基準日　12月31日㈰　 
■受付開始日　12月1日㈮
■申請方法　窓口またはインターネット
※すでに認定書の交付を受けた人で状態に変化がない人
は、前回の認定書が有効です。確定申告の際は、前回
交付を受けたものを提示してください。
■問合せ・申請先
　介護長寿課（☎62-9807）、
　各支所総務・住民課

消費税のインボイス制度概要説明会・インボイス登録
要否相談会のご案内(無料・要事前申込・定員12人)
■日時　12月13日㈬　13時30分～15時30分
■場所　中津合同庁舎 3階 共用会議室
■申込期限　12月12日㈫16時まで
※定員に達し次第締切
■問合せ・申込先　中津税務署
　個人課税部門（☎22-3113）
　法人課税部門（☎22-3114）

精神保健福祉相談（定例相談・無料・要事前申込）
　こころの健康や問題について、本人や家族などからの
相談をお受けします。
■日時　12月12日㈫　10時～12時
■場所　宇佐総合庁舎 101会議室
■申込期限　12月11日㈪
◎定例相談以外でも県北部保健所で相談をお受けします。
■問合せ・申込先　県北部保健所（☎22-2210）

・中津市役所本庁
・三光支所
・本耶馬渓支所
・耶馬溪支所
・山国支所

代表（☎22-1111）
（☎43-2050）
（☎52-2211）
（☎54-3111）
（☎62-3111）

問
合
先

12月の納期
・固定資産税 3期
・国民健康保険税 9期
　【口座振替が便利です】

情報ボックス

12月定例教育委員会
■日時　12月22日㈮　13時30分～
■場所　教育委員会室（サンリブ中津2階）
※傍聴を希望する人は、お問い合わせください。
■問合先　教育総務課（☎22-4940）

図書館資料総点検による休館について
■対象館　小幡・三光・本耶馬渓・耶馬溪・山国
■休館期間　12月4日㈪～8日㈮
■問合先　小幡記念図書館（☎22-0679）

県の健康づくりやボランティアなどの事業に参加し、
マイナンバーカードを使って申請すると、500円相当
のポイントがもらえます！
　付与されるポイントは、民間サービス事業者のポイン
ト2種類（WAONまたは楽天ペイ）から選択でき、県内
の店舗などで利用できます。なお、ポイントを受け取る
には、マイナンバーカードが必要となります。
■申請期限　令和6年1月15日㈪　
※ポイント付与の対象事業や期間、申請方法など詳しく
は、県ホームページをご覧ください。
■問合先　県電子自治体推進室
　（☎097-506-2080）

令和5年おおいた冬の事故ゼロ運動
　冬季における交通事故防止の徹底を図ることを目的に、
交通ルールの順守と正しい交通マナーの実施を習慣づけ
るため、県民総ぐるみ運動として展開していきます。
■期間　12月6日㈬～12日㈫　
■運動の重点　〇飲酒運転の根絶　～飲んだらのれん～
　〇横断歩道でのマナーアップ　〇自転車等の安全利用
　の促進　〇夕暮れ時と夜間の交通事故防止
■一斉（早朝）街頭啓発　12月6日㈬、12日㈫
■問合先　市民安全課（☎62-9073）

あなたは大丈夫！？　消費者トラブル注意情報　Vol.127あなたは大丈夫！？　消費者トラブル注意情報　Vol.127

■問合せ・申込先　中津市消費生活センター（☎22-1120）

【事例】SNSを見ていたところ、国内ブランドの下着の広告が表示された。公式通販サイトの広告と思い、
リンク先になっていた通販サイトにアクセスして、下着2枚を5,000円で代引き配達で注文した。後日、
宅配業者に代金を支払って荷物を受け取り、開封して商品を確認したら偽物だった。通販サイトの画面は
残しておらず、販売業者の情報はメールアドレスしかわからない。宅配業者には「荷物を開封した後は受
け取り拒否はできない。返金はできない」と言われた。送り状の依頼人の欄には、発送代行業者と思わ
れる事業者の連絡先が記載されていて、販売業者の情報は不明である。（60歳代）

【アドバイス】
◎「偽物」が届く通販サイトには、  ①大幅に値引きされている　②日本語の字体、文章表現がおか
しい　③代引き配達しか選択できない　④送り状の依頼人が販売業者の名称とは異なっているな
どの特徴がよく見られます。少しでも怪しいと感じたら取引は控えましょう。
◎代引き配達で宅配業者などに代金を支払って商品を受け取ってしまうと、後で商品が「偽物」だ
とわかっても宅配業者からの返金は困難です。代金を支払う前に、送り状に記載されている「依
頼人」の情報を確認し、注文した販売業者とは違う場合は、代金を支払わず、受け取りを拒否し
ましょう。困った時は、中津市消費生活センターにご相談ください。

インターネット通販トラブル　代引き配達で偽物が！
 

■問合先　介護長寿課（☎62-9807）

オレンジカフェ
なかつ

ふるかわメディカル
クリニック（豊田町）

12月9日㈯

10時30分～12時

※オレンジカフェに参加したい場合は、事前に各問合先または介護長寿課に連絡してください。

　オレンジカフェとは、認知症の人やその家族、物忘れが気になる人などが気軽に集まって、お茶を飲
みながら談笑する場です。お気軽にご参加ください。

12月の開催予定 場所

100円

料金

高齢者相談支援センター
いずみの園（☎62-9000）

オレンジカフェ
よりみち

よりみちCafé
（大字植野）

12月12日㈫

10時30分～12時
100円 （一社）こころのおと

（☎27-9400）

オレンジカフェ
さんこう

12月21日㈭

13時30分～15時
100円 高齢者相談支援センター

社協（☎27-8870）

オレンジカフェ
三歩

特別養護老人ホーム
悠久の里（大字永添）

12月23日㈯

13時30分～15時
200円 特別養護老人ホーム

悠久の里（☎26-0760）

オレンジカフェ
さわらび

コミュニティーカフェ
さわらび（大字植野）

三光コミュニティー
センター（三光成恒）

12月14日㈭

13時～14時30分
100円 小規模多機能施設

さわらび（☎33-1138）

問合先日時

12月のオレンジカフェ（認知症カフェ）のご案内

今月の消費者問題法律相談（※要事前相談）
多重債務や消費者の契約トラブルなどの相談に弁護士が無料で応じます。
■日時　12月20日㈬　13時30分～15時30分　　■場所　市役所 3階 市民安全課
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講座・教室・講習会

募 集

本科普通科
（中学校卒業の人）

専攻科
（高校卒業以上の人）

単一障がい
学級（8人）

重複障がい
学級（6人）

保健理療科
（8人）

理療科
（8人）

高等学校卒業資格を取得
し、大学進学・就職など
をめざす

あんまマッサ
ージ指圧師国
家資格をめざ
す

あんま師・は
り師・きゅう
師国家資格を
めざす

出前講座 ごみ・リサイクルミニ集会（無料・要事前申込）
■対象　中津市民
■日時　12月14日㈭　10時10分～11時30分
■場所　沖代公民館
■内容　①中津市のごみ事情　②ごみ減量・資源化に向
けて　③ごみの分別・ごみの出し方について
■申込方法　電話またはインターネット
■申込期限　12月13日㈬
■問合せ・申込先　中津市クリーンプラザ
　（☎24-5374）

いずみの園 講習（要事前申込・定員20人）
◎初任者研修中津校（通学コース・スクーリング24回）
■期間　令和6年1月12日㈮～3月29日㈮
■内容　介護・福祉サービスの理解や認知症の理解など
の基礎
■受講料　66,300円（テキスト代込）
※修了後受講費用の20％還元（雇用保険対象者）
■申込期限　12月28日㈭
■問合せ・申込先　中津総合ケアセンターいずみの園
　人材育成・研修センター（☎23-1616）

普通救命講習会（無料・要事前申込）
　救急車が到着するまでの間、その場に居合わせた人が
勇気をもって「心肺蘇生」を行うことで、大切な命を助
けられる可能性が高まります。
　普通救命講習はその「心肺蘇生法」を学ぶための講習
会です。講習内容の中には「AED」の使い方も含まれて
います。みなさん、応急手当に関する正しい知識と技術
を身につけましょう。
■対象　市内在住、もしくは勤務している人
■日時　12月17日㈰　9時～12時
■場所　消防署 2階 大会議室
■定員　15人程度　（参加人数が5人に満たない時は、開
催しない場合があります。）
■申込方法　電話またはインターネット
■申込期間　12月1日㈮～10日㈰
■問合せ・申込先　消防署（☎22-0001）

令和6年度 大分県立聾学校幼稚部 入学者募集
■対象　次の両方にあてはまる幼児
　①両耳の聴力レベルがおおむね60デシベル以上で、補
聴器などを使用しても通常の話声を理解することが
不可能または著しく困難である人

　②県内に在住している平成30年4月2日から令和3年4
月1日までに生まれた人

■出願期間　令和6年1月10日㈬～31日㈬の平日9時～
16時（出願書類は12月11日㈪から大分県立聾学校事
務室で配布）
※入学希望者の面接は2月下旬に実施予定（後日連絡）。
■問合先　大分県立聾学校（☎097-538-6661）

中津地方文化財協議会（事前申込不要・300円）
■日時　12月10日㈰　10時～
■場所　小楠コミュニティーセンター
■演題　「天仲寺山周辺は文化財の宝庫」
■講師　太田 榮氏（吉富歴史文化の会 会長）
■問合先　中津地方文化財協議会（☎23-3287）

第525回 中津郷土史講座（事前申込不要・200円）
■日時　12月16日㈯　13時30分～
■場所　南部公民館 集会室
■演題　耶馬渓鉄道とサイクリングロード
■講師　島藤 寿敏氏（中津の郷土史を語る会）
■問合先　中津の郷土史を語る会（☎090-1871-3470）

第7回 中津学（事前申込不要・200円）
■日時　12月20日㈬　13時30分～
■場所　リル・ドリーム　　
■演題　貝原益軒の豊国紀行
■講師　近砂 敦氏（地方史研究家）
■問合先　中津市生涯学習センター（☎22-7637）

行財政改革推進委員を公募します（2人程度）
　市のさまざまな施策に対して、持続可能な財政経営や
事務の効率化を考える「行財政改革」を話し合う委員を
募集します。市の将来を一緒に考えていただける人の応
募をお待ちしています。
■対象　次のすべてに該当する人
　①中津市民で満18歳以上の人
　②平日の日中に開催する会議に出席できる人
　③国・地方公共団体の議員または常勤の公務員でない人
■任期　2年間　　
■会議回数　年1回程度
■委員報酬　1回出席につき4,200円（税引き後4,030円）
■応募方法　インターネットまたは郵送（住所、氏名、年
　齢、職業、連絡先、応募動機（1,000字以内）を記載
※様式不問）
■応募期限　12月27日㈬
■問合せ・応募先
　〒871-8501 中津市豊田町14番地3
　財政課（☎62-9873）

令和6年度 大分県立盲学校高等部 入学者募集
■対象　視覚に障がいのある人（両眼の矯正視力がおお
むね0.3未満の人）。年齢は不問。
■募集学科・定員

■出願期間　令和6年2月13日㈫～19日㈪
※出願書類は12月4日㈪から大分県立盲学校で配布しま
す。
■面接・適性検査　令和6年2月28日㈬
■学力検査　令和6年3月5日㈫
■問合先　大分県立盲学校（☎097-532-2638）

大分県立日田高等技術専門校 令和6年度 訓練生募集
（一般前期・定員各科20人）
■募集科名　①オフィスビジネス科　②ガーデンエクス
テリア科
■対象　①令和6年4月1日時点で18歳～39歳の人、離
転職者、新規高等学校卒業予定者　②離転職者、新規
高等学校卒業予定者
■授業料　無料（入校時に教科書などの実費が必要）
■申込期限　令和6年1月11日㈭
■入校試験日　令和6年1月14日㈰
■入校日　令和6年4月5日㈮
■問合せ・申込先　大分県立日田高等技術専門校
　（☎0973-22-0789）

市営住宅入居者募集および抽選会のお知らせ
■申込資格　県・市民税などの滞納のないこと、公営住
宅法に定める収入基準に該当していること
※マイナンバー制度により省略できる書類があります。
　詳しくはお問い合わせください。
■募集予定住宅　【市営住宅】榊原住宅、上如水住宅、永
山住宅、岩土住宅、下古川住宅、古城住宅、戸原住宅
　【特定公共賃貸住宅】八幡住宅
■申込方法　市営住宅管理センター、各支所農林建設課
窓口で申込み
■申込期間　12月1日㈮～15日㈮
※12月1日㈮から県住宅供給公社ホームページに募集予
定住宅を掲載します。県営住宅については県住宅供給
公社県北駐在所（☎22-2365）にお問い合わせくださ
い。
■抽選会日時　12月25日㈪　14時～
■抽選会場所　市役所 3階 大会議室
■問合せ・申込先　市営住宅管理センター
　（☎53-9100）、各支所農林建設課

第63回 中津市成人祝賀駅伝競走大会 参加チーム募集
　青少年の健全育成、陸上競技および各スポーツの普及
発展を目的とした駅伝大会を開催します。
■日時　令和6年1月14日㈰　11時～（受付9時～）
■場所　ダイハツ九州スポーツパーク大貞周辺
■料金　1チーム3,000円
■申込期限　12月20日㈬
■問合せ・申込先　中津市陸上競技協会
　（　  nakatsu.riku.kyo@gmail.com）

大分県立竹工芸訓練センター 令和6年度 訓練生募集
■対象者　令和6年4月1日現在で39歳以下の人
■募集科名　竹工芸科　　
■定員　12人
■授業料　無料（入校時に作業着などの実費が必要）
■申込期限　令和6年1月31日㈬
■問合せ・申込先　大分県立竹工芸訓練センター
　（☎0977-23-3609）

ハロートレーニング3月受講生募集（受講料無料）
■訓練期間　令和6年3月1日㈮～8月30日㈮
■募集科名　電気システム科、ものづくり溶接科
■場所　ポリテクセンター大分（大分市）
■申込期間　12月18日㈪～令和6年2月5日㈪
※説明会を12月12日㈫、26日㈫に、見学会を12月5日
㈫、19日㈫に行います。
■問合せ・申込先　ポリテクセンター大分
　（☎097-529-8615）

講座名 訓練期間 定員 受講料 ※別途テキスト代

固定式クレーン運転特別教育 令和6年1月11日㈭・12日㈮ 20人 7,330円

20人 20,900円（大型特殊免許証有）
または33,000円（普通免許証有）

フォークリフト運転技能講習
（豊前市で実施） 令和6年1月15日㈪～18日㈭

ワード応用 20人 8,370円
令和6年1月10日㈬～22日㈪
〈月・水・金曜日開講　計6回〉

【午前】9時～12時【午後】18時～21時

ワード実用 20人 8,370円
令和6年1月24日㈬～2月5日㈪
〈月・水・金曜日開講　計6回〉

【午前】9時～12時【午後】18時～21時
■場所　豊前地域職業訓練センター　　■問合せ・申込先　豊前地域職業訓練センター（☎82-1511）

豊前地域職業訓練センター職業訓練のご案内

しま ふじ    ひさ とし

ちか すな  あつし

おお   た    さかえ
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▲ネット申込

▲ネット申込

▲ネット申込



催 し 物

日本語教室「あい♡ことば」（無料・要事前申込）
■対象　市内で生活している外国人の子どもとその家族
■内容　文化体験、日本語学習サポート
■日時　12月17日㈰　10時～12時
■場所　教育福祉センター
■問合せ・申込先　社会教育課（☎62-9012）

第14回 リードクライミング利用者認定講習会
　ダイハツ九州アリーナのクライミングウォールを利用
するための講習会を行います。
■対象　高校生以上の人（高校生は保護者の同伴が必要）
■日時　12月17日㈰　9時～1時間程度
■場所　ダイハツ九州アリーナ西側クライミングウォール
■料金　2,500円　　
■定員　5人程度
■申込方法　中津市山岳協議会ブログから申込み
■申込期限　12月10日㈰　　　　
■問合先　中津市山岳協議会
　（☎090-1519-0514）

第14回 なかつ音コンテスト（要事前申込）
　小学生から大学生相当の若者が「音」を使って自分を
アピールします！
■日時　12月10日㈰　14時～17時
■場所　中津文化会館 大ホール
■料金　全席自由500円、未就学児無料
■問合せ・申込先　中津文化会館（☎24-1155）

大分県立日田高等技術専門校 オープンキャンパス
（無料・事前申込不要）
■日時　12月10日㈰　10時～12時
■内容　概要説明、校内・実習場見学、訓練実習（プレ
ゼンソフト操作実習・ガーデニング小物製作から1つ
体験）、個別相談

■問合先　大分県立日田高等技術専門校
　（☎0973-22-0789）

なかつプレーパーク情報（無料・雨天時中止）
■内容　①外あそびの日「だんご汁つくろ」　②おっちょ
るデー「第52回みんなで遊ぼう会」

■日時　①12月16日㈯　10時～12時
　　　　②12月17日㈰　10時～12時
■場所　なかつプレーパーク（教育福祉センター横）
■問合先　みんなで遊び場をつくろう会事務局
　（☎090-9498-5669）

南部自由市場（第3日曜日開催）
■日時　12月17日㈰　10時～14時
■場所　新博多町アーケード周辺
■問合先　新博多町商店街振興組合（☎23-4485）

八面山クリスマスイルミネーション
■期間　12月1日㈮～24日㈰　18時～21時
※雨天時は点灯しません。
■場所　八面山四季の丘公園
■問合先　八面山もりあげよう会（☎090-4350-3756）

第56回 中津市民音楽祭（無料）
　吹奏楽・コーラス・ピアノなど中津を中心に活動する
メンバーによる演奏会です。
■日時　12月3日㈰　13時～16時
■場所　中津文化会館 大ホール
■問合先　中津文化会館（☎24-1155）

コミカルクラウン（ピエロ）サーカス（要事前申込）
■日時　令和6年2月4日㈰　14時～15時10分
■場所　中津文化会館 大ホール
■料金　全席自由一般2,500円、高校生以下1,500円
　（当日200円増）、親子券3,000円（当日400円増）
■申込開始日　12月2日㈯
■問合せ・申込先　中津文化会館（☎24-1155）

クライミング体験会（要事前申込・定員10人程度）
■対象　小学生以上の人（リードクライミング、ボルダ
リングの未経験者または初心者）
■日時　12月17日㈰　10時～1時間程度
　（受付9時45分～）
■場所　ダイハツ九州アリーナ
■料金　一般1,000円、小学生～高校生800円
■持ち物　室内履きの運動靴、動きやすい服装
※小学生は、親子で講習を受けてもらいます。講習終了後、
ダイハツ九州アリーナのボルダリング親子カードを発
行します。
※中学生以上は、トレーニングルーム利用者カードが必
要です。
※高校生以下は、保護者の同意・同伴が必要です。
■申込方法　中津市山岳協議会ブログから申込み
■申込期限　12月10日㈰
■問合先　中津市山岳協議会
　(☎090-1519-0514）

ニコキッチン&パントリーを開催します！
　市内在住で、食の支援を希望する家庭にお米を主とし
た食品セット（限定100セット）を1世帯に1セットお配
りします。また、同日にニコキッチンとしてカレーライ
スの無料提供（先着150食・申込不要）もあります。
■日時　12月25日㈪　パントリー 9時～19時、ニコキ
ッチン 17時～19時30分（ラストオーダー19時）

■場所　教育福祉センター
■申込方法　電話またはインターネット
■申込開始日　12月1日㈮　※定員に達し次第締切
■問合せ・申込先　中津市社会福祉協議会
　（☎23-2095）

12月日曜・休日救急当番医

○日曜・休日救急当番医を受診する際は、事前に症状などを電話で連絡してください。
○傷病によっては専門性がありますので、その際は適切な医療機関を当番医が紹介します。
○日曜・休日救急当番医は、やむを得ず変更することがあります。

酒 井 病 院
中 津 胃 腸 病 院
梶 原 病 院
川 嶌 整 形 外 科 病 院
中 津 脳 神 経 外 科 病 院
松 永 循 環 器 病 院
中 津 市 民 病 院

22-0192
24-1632
22-2535
24-0464
32-2555
24-6060
22-2480

中 央 町
永 添
中 殿 町
宮 夫
福 島
中 央 町
下 池 永

救急告示病院

※中津市民病院は紹介状が必要です。

《内　科》　診療時間 9時～17時
3日
3日
10日
10日
17日
24日
24日
31日

前 田 内 科 医 院
まつざきクリニック
清 松 内 科 医 院
熊谷循環器科内科医院
中尾循環器科内科クリニック
小 路 内 科 医 院
津 民 診 療 所
小 路 内 科 医 院

32-5805
43-5784
22-0450
62-2126
27-6878
22-2360
54-2035
22-2360

田 尻
三 光 臼 木
島 田 本 町
山 国 町 守 実
加 来
上 宮 永
耶馬溪町大野
上 宮 永

3日
10日
17日
17日
24日

《外　科》　診療時間 9時～17時
かわしまクリニック
内尾整形外科医院
南整形外科クリニック
水 谷 ク リ ニ ッ ク
和田胃腸科内科クリニック

24-9855
24-6878
22-0241
62-2336
23-6565

宮 夫
上 宮 永
殿 町
山 国 町 守 実
牛 神

3日
10日
17日
24日
29日
30日
31日

《歯　科》　診療時間 9時～17時
広 沢 歯 科 医 院
か ら し ま 歯 科
前田歯科クリニック
池 部 歯 科
ア イ 歯 科 医 院
福 成 歯 科 医 院
いわみず歯科クリニック

32-2390
22-0278
64-8746
22-0031
32-8846
22-8211
24-4118

大 貞
島 田
下 池 永
下 池 永
犬 丸
万 田
相 原

12 月の 催し 物

入場料時間期日 催し物

3日㈰ New杜の声（15周年記念）
朗読コンサート 無料13時30分～17時

（開場13時）

20日㈬ 第7回 中津学 200円13時30分～15時
（開場13時）

21日㈭
～佐久間聡一と仲間たち～
デュオ・でゅお・♨
（出湯男）コンサート

①3,000円
②3,500円
（当日500円増）

①14時～
（開場13時30分）
②18時30分～
（開場18時）

■コアやまくに（☎62-2186）

■リル・ドリーム（☎23-2228）■中津文化会館（☎24-1155）

入場料時間期間 催し物

令和6年
3月3日㈰
まで

一般1,250円
中高生930円
小学生720円
幼児200円

※靴代300円別途

【平日】
13時～18時
【土・日・祝】
11時～19時

アイス
スケート

■問合先　アートスペース担当
　（中津市歴史博物館内・ ☎23-8615）

小幡記念図書館 正面入口壁面　アートスペース中津・12月の展示　

■内容　佃日出雄作品展「発見」
■期間　12月13日㈬～28日㈭

※火曜日休館

入場料時間期日 催し物

3日㈰ 第56回 中津市民音楽祭 無料13時～16時
（開場12時30分）

8日㈮
不滅の福澤プロジェクト

福澤諭吉記念
第62回 全国高等学校弁論大会

無料9時～
（開場8時45分）

10日㈰ 第14回 なかつ音コンテスト 500円14時～17時
（開場13時30分）

23日㈯ スタンツァ・ムジカ・
コンサート　Vol.9 無料

無料

13時～
（開場12時40分）

26日㈫ ふるさとコンサート 1,000円15時～16時
（開場14時30分）

19日㈫～
  21日㈭ 第33回 いきいきなかつ

シルバー作品展

9時～17時

22日㈮ 9時～12時
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▲中津市山岳協議会ブログ

▲ネット申込

▲中津市山岳協議会
　ブログ
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